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全体の流れ

STEP1 レイアウトの作成
帳票デザインを作成すると共に、動的項目（Salesforce上から取得する項目）を決定します。

STEP2 マッピング

レイアウト上の動的項目と、Salesforceの項目を紐づけます。

STEP3 配備
テンプレートをOPROARTSサーバに配備します。

STEP4 出力アクションの作成
Salesforce上でアクションの作成、設置をします。



STEP1 レイアウトの作成
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[START]ボタンをクリックして、OPROARTS Designerにログインします。1
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「task_seminar」テンプレートをコピーして名前を変更します。2

③「コピー先」の名前を

「お名前_本日の日付」にします。

①「task_seminar」テンプレートにチェックを入れます。

② [コピー]を選択します。

＜例＞
opro_20190101

④[複製]をクリックします。
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[編集]をクリックしてデザイナ画面を開きます。3
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レイアウトの完成図4
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ショートカットキーの説明5
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Bandの高さを変更する方法■

①

②

①

②

[Band]を選択します。

任意の高さに設定します。

＜例＞ 30
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カラーの変更方法■

①
②

① [Band]を選択します。

②「背景色」の色の部分をクリックします。

お好きな色をご選択
いただき、右下の
チェックをクリック
します。

③

③

②と同様に「第2背景色」を選択します。
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保存して、マッピング画面に移動します。6

①

②

保存

マッピング画面へ



STEP2 マッピング
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[1st] Salesforce組織へログインします。1
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[2nd] 使用するトップレベルオブジェクトを指定します。

ここでは商談オブジェクトを指定しています。
2
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[3rd]明細に使用する子オブジェクトを指定します。

ここでは「OpportunityLineItems」を指定しています。
3
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[4th]明細データの表示順や抽出条件を指定します。

今回は指定しませんので、[次へ]で進みます。
4
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[5th]関連リストの指定をします。

明細以外の子オブジェクトの選択、抽出条件、並び順の指定が可能です。

今回は指定しませんので、[次へ]で進みます。

5
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[6th]マッピングします。6

①

②
③

④

①Labelを選択します。

②Salesforceの項目を③
「データ」にドラッグ&

ドロップします。

④[適用]をクリックしま
す。

＜基本操作＞



© 1997-2019 OPRO Co., Ltd. 19

■マッピングする項目一覧

項目 Salesforce項目名

取引先名 取引先ID(Account)>取引先名

項目 Salesforce項目名

商品名 価格表エントリID(PricebookEntry)>商品名

数量 数量

金額 合計金額

＜非明細部＞参照フィールド

＜明細部＞明細オブジェクト
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■詳細設定１．取引先名に「御中」をつける方法

「式」の「演算子」を使用します。

「 ||」と「’」を「データ」に
ドラッグ&ドロップします。

Opportunity.Account.Name || '御中'

(直接手入力も可能です。)

＜例＞
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■詳細設定２．数値の形式を変える方法

「式」の「数値操作関数」を使用します。

'￥' || FORMAT_NUMBER(OpportunityLineItems.TotalPrice,'#,##0')

＜例＞

＋「￥」を文字列結合させています。
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■詳細設定３．数値のフォーマットを指定する方法

「フォーマット」の「数値の形式」を使用します。
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■詳細設定４．総合計を帳票に表示させる方法

①「合計金額」項目を「データ」にドラッグ&ドロップします。

②「集計関数」が選択できるようになるため、「SUM」を選択して[OK]をクリックします。

[適用]を忘れないよう
ご注意ください。
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■詳細設定５．日付のフォーマットを指定する方法

TODAY()

「式」の「システム関数」を使用します。

日付は「フォーマット」の
「日付操作関数」を使用します。

今回は、直接手入力します。

NNNNJ'年'M'月'd'日'

＜例＞



STEP3 配備
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テンプレート配備ウィザードの[配備]ボタンをクリックします。1



STEP4 アクションの作成
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テンプレート配備ウィザードの「出力アクションの作成」で[生成]ボタンをクリックします。

※サンプルテンプレートは商談情報をマッピングしているので、商談に出力アクションを

設置します。

1
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表示されたソースを全選択してコピーします。2



© 1997-2019 OPRO Co., Ltd. 30

設定>カスタムコード>Visualforceページを選択します。3

設定画面の左側にある
クイック検索で「vi」と検索
すると見つけやすいです。
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[新規]ボタンをクリックし、下記のように設定して[保存]ボタンをクリックします。4

表示ラベル
入力例：見積

名前
入力例：mitumori

・「Lightning Experience～」に
チェックを入れます。

内容
2 でコピーした内容を貼り付ける
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アクションを設置するオブジェクトを選択して、設定の[オブジェクトを編集]をクリックします。5
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[ボタン、リンク、およびアクション]を選択して、[新規アクション]をクリックします。6
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下記のように設定して[保存]ボタンをクリックします。7

アクション種別
カスタム Visualforce を指定

Visualforce ページ
4 で作成したVisualforceページ を指定

高さ
変更なし

表示ラベル
入力例：見積書発行

名前
入力例：Quotation
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設定> オブジェクトマネージャ> 商談画面に戻り、[ページレイアウト]をクリックし、

ボタンを表示させたいページレイアウトの[編集]リンクをクリックします。

8
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レイアウト編集画面の「モバイルおよびLightningのアクション」メニューをクリックし、

8 で作成したボタンを「Salesforce モバイルおよび Lightning Experience」セクショ
ンにドラッグ＆ドロップします。

9
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[保存]ボタンをクリックしてレイアウトを保存します。10
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商談詳細ページにアクションが表示されていることを確認し、

クリックして出力を試します。

11
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＜出力イメージ＞
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トライアルのご紹介 ～各製品1か月間トライアルできます。ぜひお試しください～

1

2
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資料集

ドキュメント一覧
[Connector/ViewFramer]ドキュメント一覧(Salesforce)

参考FAQ
明細のある帳票を作成したい（Dataset Tableについて）

OPR形式で出力する方法

参照関係項目のマッピングについて(Connector for Salesforce)

★サポートユーザ(サポートサイトへのログインユーザ)

の登録がお済でない方はこちら

株式会社オプロHP

https://spc.opro.net/hc/ja/articles/115003766854
https://spc.opro.net/hc/ja/articles/115003597394
https://spc.opro.net/hc/ja/articles/360008745534
https://spc.opro.net/hc/ja/articles/360008679113
https://spc.opro.net/hc/ja/articles/115005067874
https://www.opro.net/


ありがとうございました。


